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来
る
十
一
月
二
十
日
（
火
）、
渋

川
市
内
の
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク
・
お
菓

子
の
城
（
㈱
出
雲
、
代
表
取
締
役
・

中
野
賢
幸
氏
／
渋
川
吾
妻
支
部
）
を

会
場
に
、
支
部
を
越
え
た
学
び
の
場

「
二
〇
一
八
経
営
研
究
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
基
調
講
演
の
講
師
に

は
、
平
成
二
十
八
年
「
第
六
回　

日

本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社

大
賞
」
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
、
㈱
エ
イ
チ
・
エ
ス
・
エ
ー
、

代
表
取
締
役
・
田
中
勉
（
た
な
か
つ

と
む
）
氏
（
神
奈
川
県
中
小
企
業
家

同
友
会
／
副
代
表
理
事
）
を
迎
え
ま

す
。

　

十
月
に
は
、
中
野
実
行
委
員
長
、

浅
井
実
行
委
員
（
㈱
さ
く
ら
オ
フ
ィ

ス
／
富
岡
支
部
）
が
挨
拶
を
兼
ね
て

神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
る
㈱
エ
イ

チ
・
エ
ス
・
エ
ー
本
社
へ
伺
い
、
田

中
社
長
と
お
よ
そ
三
時
間
の
打
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。

　

創
業
の
想
い
か
ら
、
組
織
づ
く
り

の
取
組
み
、
事
業
承
継
を
見
据
え
た

今
後
の
展
望
ま
で
を
し
っ
か
り
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
中
野
実
行
委
員
長
は

「
事
前
に
資
料
を
確
認
し
て
い
た
通

り
、
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
年
頭
に

自
ら
立
て
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

生
き
生
き
と
働
い
て
い
て
、
こ
の
会

社
の
〝
仕
組
み
〟
は
凄
い
と
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
報
告
を
聞
い

て
、
自
社
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て

欲
し
い
。
き
っ
と
、
働
き
方
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
新
し
い
発
見
が

あ
る
」
と
、
力
強
く
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

十
一
月
の
各
支
部
例
会
は
「
経
営

研
究
集
会
に
結
集
」
と
な
り
ま
す
。

学
び
の
多
い
研
究
集
会
と
な
る
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
お
知
り
合
い
の

経
営
者
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
同
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
群
馬
同
友
会
で
検
索
）
ま
た
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

働く人が主役の会社を目指して！働く人が主役の会社を目指して！
2018経営研究集会の開催せまる

代表取締役
（神奈川県中小企業家同友会 副代表理事）

田中　勉氏

【2018経営研究集会】群馬中小企業家同友会

～価値観の異なる人が集まるからこそ人は成長する～～価値観の異なる人が集まるからこそ人は成長する～

働く人が主役の
会社を目指して！
働く人が主役の
会社を目指して！

●講演テーマ

株式会社エイチ･エス･エー

《主なスケジュール》
14:00 受付
14:30 開会･セレモニー
15:05 基調講演
16:45 グループ討論･発表
18:30 質疑応答
19:15 交流会
20:30 閉会

●開催概要
◆日　時：2018年

　　　　　11月20日㈫

◆会　場：お菓子の城 ホワイトパーク
 TEL 0279-23-4122
　　　　　群馬県渋川市石原1600-1

◆参加費：一人4,000円（交流会まで参加できます）

◆対　象：会内外の経営者及び幹部社員
　　　　 （定員200名で〆切）

◆主　催：群馬中小企業家同友会
 〒371-0013　前橋市西片貝町1-300-5　ルアン第二ビル４Ｆ
 TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666
 E-mail g-douyu@po.wind.ne.jp　URL http://gunma.doyu.jp/

14:00受付
14:30～20:30
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縁
を
繋
い
で
縁
に
生
き
る

縁
を
繋
い
で
縁
に
生
き
る

富
岡
支
部
９
月
例
会

桐
生
に
生
ま
れ
、育
ち
、家
業
に
就
く

桐
生
に
生
ま
れ
、育
ち
、家
業
に
就
く

桐
生
支
部
９
月
例
会

　

今
年
、
次
々
と
テ
レ
ビ
に
登
場
し

た
下
仁
田
納
豆
の
南
都
社
長
が
報
告

し
ま
し
た
。（
中
略
）
大
手
企
業
で

設
計
を
し
て
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
南

都
さ
ん
が
三
〇
歳
の
時
、
父
親
か
ら

「
俺
は
子
供
を
育
て
る
た
め
に
納
豆

屋
を
や
っ
て
い
た
。
子
供
も
巣
立
っ

た
か
ら
廃
業
す
る
」
と
、
い
き
な
り

の
廃
業
宣
言
。
淋
し
さ
か
ら
、
と
っ

さ
に
出
た
「
俺
に
や
ら
せ
て
も
ら
え

な
い
か
」と
い
う
言
葉
。父
は
ニ
コ
ッ

と
笑
っ
て
、「
い
い
よ
」
と
…
。
二

代
目
の
誕
生
で
す
。

　

南
都
さ
ん
に
は
、
三
人
の
師
匠
が

い
ま
す
。
一
人
目
の
師
匠
が
、
も
ぎ

豆
腐
店
の
茂
木
稔
さ
ん
。
中
国
産
の

大
豆
を
使
っ
て
安
い

納
豆
を
つ
く
ろ
う
と

考
え
て
い
た
頃
、「
そ

れ
で
は
潰
れ
る
よ
。

納
豆
と
豆
腐
は
単
純

な
食
品
だ
か
ら
、
材

料
に
は
良
い
も
の
を

使
わ
な
い
と
だ
め

だ
」
と
、
高
質
な
大

豆
を
譲
っ
て
も
ら

い
、
昔
な
が
ら
の
父

親
の
技
術
で
下
仁
田

納
豆
を
生
み
出
し
ま

す
。
売
上
げ
は
、
す

ぐ
に
五
倍
に
な
っ
た

と
か
。

　

十
五
年
程
経
ち
、

事
業
も
順
調
に
な
っ

た
と
き
、「
一
％
の

ひ
ら
め
き
が
な
け
れ

ば
九
九
％
の
努
力
が
無
駄
に
な
る
」

と
、
ま
た
も
運
命
が
変
わ
る
助
言
を

受
け
ま
す
。
販
路
開
拓
は
自
分
の
足

で
、考
え
て
行
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

相
手
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
た
都
内
百
貨
店
に
営
業
。す
る
と
、

す
ぐ
に
卸
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
は
茂
木
さ
ん
が
下
仁

田
納
豆
の
サ
ン
プ
ル
を
送
っ
て
、
味

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
の
で
す
。

お
礼
に
行
く
と
「
恩
返
し
よ
り
恩
送

り
だ
よ
」
と
。
受
け
た
恩
を
自
分
に

返
す
の
で
は
な
く
、
同
じ
志
を
持
っ

た
後
輩
た
ち
に
送
る
よ
う
に
教
わ
り

ま
す
。
泣
け
ま
す
ね
！

　

二
人
目
の
師
匠
は
、
ニ
チ
イ
・
マ

イ
カ
ル
の
創
業
者
、西
端
春
枝
さ
ん
。

「
急
成
長
・
Ｖ
字
回
復
は
あ
り
え
な

い
。
商
売
は
真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
や

る
こ
と
が
大
事
。
縁
の
中
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
良
い
商
人
の
前
に
良
い

人
間
に
な
り
な
さ
い
」
と
人
間
力
に

つ
い
て
、
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

三
人
目
の
師
匠
は
、福
島
徹
さ
ん
。

し
か
し
、
こ
こ
で
時
間
が
…
。

　

南
都
さ
ん
は
大
事
な
縁
を
自
ら
の

気
付
き
で
、
繋
げ
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
も
、
目
の
前
に
あ
る
縁
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
人
間
力
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
も
朗

ら
か
な
南
都
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
続
き
の
第
二
弾

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
※
富
岡
支
部
ブ
ロ
グ
よ
り
抜
粋
）

／
文
：
㈱
ビ
ッ
ト
・
柳
沢

だ
い
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
。

　

桐
生
繊
維
産
業
の
厳
し
い
現
状

を
、
い
ず
れ
も
右
肩
下
が
り
で
推
移

す
る
事
業
所
数
・
製
品
出
荷
額
・
従

業
者
数
な
ど
の
各
種
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
説
明
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、今
後
の
同
社
の
方
向
性
を「
ニ
ッ

チ
な
世
界
に
生
き
る
」「
加
工
業
の

承
継
を
助
け
る
」「
新
規
事
業
の
創

出
」
と
定
め
、
中
で
も
新
規
事
業
創

出
の
一
環
と
し
て
公
民
連
携
（
行
政

と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
取
り
組
み
）

に
注
力
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
桐
生
の
厳
し
い
現
状
を
改
め
て
実

感
し
た
」「
自
社
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
利
益
を
考
え
る
大
切
さ
」「
行

政
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
た

い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

原
糸
卸
売
業
を
手
掛
け
る
川
村

㈱
、
代
表
取
締
役
・
川
村
徳
佐
氏
を

招
き
、「
桐
生
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

家
業
に
就
く
〜
地
場
繊
維
産
業
の
歴

史
と
自
社
の
立
ち
位
置
〜
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川

村
氏
に
報
告
者
を
依
頼
し
た
の
は
、

過
日
の
例
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

し
た
際
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
桐
生
市

に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
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縁
を
切
ら
ず
に〝
し
が
ら
み
〞を
断
つ
！

縁
を
切
ら
ず
に〝
し
が
ら
み
〞を
断
つ
！

太
田
支
部
９
月
例
会

共
同
求
人
委
員
長
を
迎
え
、雇
用
を
考
え
る

共
同
求
人
委
員
長
を
迎
え
、雇
用
を
考
え
る

前
橋
支
部
９
月
例
会

　

九
月
二
十
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
太
田
支
部
例
会
は
、
鋼
材
の
運
搬

を
行
う
伊
那
倉
庫
運
輸
㈱
、
代
表
取

締
役
・
平
田
保
氏
（
同
支
部
所
属
）

が
「
縁
を
切
ら
ず
に
〝
し
が
ら
み
〟

を
断
つ
！
〜
ど
ん
底
会
社
は
こ
う
し

て
変
わ
っ
た
〜
」
と
題
し
て
、
入
会
後

初
め
て
の
例
会
報
告
に
臨
み
ま
し
た
。

　

会
社
紹
介
に
続
き
、
業
界
の
運
賃

　

前
橋
支
部
九
月
例
会
は
、
共
同
求

人
委
員
長
を
つ
と
め
る
マ
ル
シ
ン
産

業
㈱
の
提
箸
社
長
を
迎
え
、
中
小
企

業
の
雇
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

提
箸
氏
は
「
何
で
や
め
る
の
？
何

で
来
な
い
の
？
〜
共
同
求
人
の
在
り

方
を
知
っ
て
、
取
り
組
み
方
を
学
び

合
お
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
も
そ

体
系
と
、
規
制
強
化
や
燃
料
代
の
高

騰
と
い
っ
た
輸
送
業
界
の
経
営
環
境

を
説
明
し
た
平
田
氏
。
旧
態
依
然
の

体
質
に
苦
し
み
な
が
ら
経
営
を
続
け

る
中
、
あ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の

出
会
い
が
、
会
社
再
生
へ
の
本
気
度

を
高
め
た
と
言
い
ま
す
。

　

元
請
け
企
業
へ
の
劣
等
感
、
一

メ
ー
カ
ー
専
属
輸
送
の
し
が
ら
み

も
同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
歴
史
か
ら
紐

解
き
な
が
ら
、
群
馬
同
友
会
の
共
同

求
人
委
員
会
と
し
て
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
、
今
後
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
現
状
の
課

題
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

か
ら
開
放
さ
れ
る
た
め
、

三
〇
年
以
上
続
い
た
会
社

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
捨

て
、
メ
ー
カ
ー
・
元
請
け

先
に
直
談
判
。
運
賃
の
改

訂
や
改
善
要
望
を
通
す
事

に
成
功
し
た
苦
い
体
験
か

ら
「
本
気
で
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
本
気
で
行
動
す
れ

ば
未
来
は
開
け
る
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
本
気
で
向
き
合
い
、

動
く
事
の
重
要
さ
を
再
認

識
」「
カ
ギ
と
な
る
人
と

の
出
会
い
に
気
づ
け
る
よ

う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
い
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

社
員
の
待
遇
や
評

価
、
実
際
の
採
用

活
動
や
社
内
改
善

な
ど
、
各
社
の
実

例
を
率
直
に
出
し

合
い
、
い
つ
も
以

上
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
ひ
ろ
く

雇
用
の
面
か
ら
会

社
の
あ
り
よ
う
を

考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た

が
、
同
時
に
共
同

求
人
委
員
会
と
し

て
も
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
周
知
し
、

協
力
を
仰
ぐ
う
え

で
、
ま
た
と
な
い

機
会
と
な
り
ま
し

た
。



同 友 ぐ ん ま 2018年 11月号（4）第441号

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
関連会社（表面処理）ヘイワテクノ株式会社　株式会社高橋塗装工業所

アルマイト・メッキ（亜鉛、ニッケルetc）・真空蒸着
含浸処理・塗装（UV、粉体、溶剤、カチオン）

ISO9001：2015認証取得　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社

目
指
せ
!!
〝
脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営
〞

目
指
せ
!!
〝
脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営
〞

高
崎
支
部
９
月
例
会

い
ず
れ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
仕
事
の
将
来
を
考
え
る

い
ず
れ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
仕
事
の
将
来
を
考
え
る

渋
川
吾
妻
支
部
９
月
例
会

　

九
月
二
十
一
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
九
月

例
会
」
を
開
催
。
財
務
会
計
・
給
与

計
算
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
開
発
を

手
掛
け
る
㈱
シ
ス
プ
ラ
、
代
表
取
締

役
・
椛
沢
均
氏
（
高
崎
支
部
）
が
報

告
者
を
務
め
、「
目
指
せ
! !
〝
脱
・

ド
ン
ブ
リ
経
営
〟
〜
数
字
の
見
方
も

分
か
ら
な
く
て
会
社
が
経
営
で
き
ま

す
か
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
管
理
会

計
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

椛
沢
氏
は
、
日
経
新
聞
・
国
税
庁
・

中
小
企
業
白
書
に
て
発
表
さ
れ
て
い

る
企
業
生
存
率
の
デ
ー
タ
を
提
示
。

「
企
業
の
生
存
競
争
は
今
後
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
く
の
で
、
経
営
者
に
は

経
営
を
数
字
に
置
き
換
え
て
客
観
的

に
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。
残

念
な
が
ら
ド
ン
ブ
リ

経
営
で
成
長
し
た
会

社
は
な
い
」と
語
り
、

脱
・
ド
ン
ブ
リ
経
営

の
大
切
さ
を
参
加
者

に
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
昨
年

の
高
崎
支
部
ミ
ニ
例

会
の
復
習
と
し
て
、

変
動
損
益
構
成
図
に

基
づ
く
変
動
損
益
計

算
の
基
本
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
考
え

方
、
さ
ら
に
必
達
目

標
（
収
支
分
岐
点
売

上
の
計
算
）
に
つ
い

て
説
明
。「
そ
れ
ぞ

れ
利
益
は
い
く
ら
に

な
る
か
？
」「
値
引

き
と
値
上
げ
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る

か
？
」「
社
員
の
賞
与
を
倍
に
す
る

に
は
？
」
に
関
連
す
る
計
算
問
題
を

参
加
者
に
投
げ
掛
け
、
そ
の
答
え
と

意
味
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
解
説
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
標
利
益
の
内
訳
に
つ
い

て
、
大
ま
か
に
①
借
入
金
の
返
済
、

②
将
来
の
投
資
資
金
、
③
役
員
・
社

員
の
人
件
費
増
と
将
来
保
障
の
三
つ

に
分
類
し
た
う
え
で
「
目
標
達
成
が

給
与
・
賞
与
に
与
え
る
影
響
も
含
め

て
、
社
員
と
の
共
通
理
解
を
醸
成
す

る
の
が
大
切
」
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
で
財
務
を

経
営
に
役
立
て
る
た
め
に
は
何
が
課

題
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
非
常
に
分
か
り
や
す
い
説
明
。

す
ぐ
に
社
員
教
育
に
活
用
し
た
い
」

「
根
拠
を
示
す
に
は
数
字
が
一
番
説

得
力
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
自

社
経
営
を
数
字
に
表
し
た
い
」「
財

務
を
活
用
し
た
戦
略
的
経
営
の
手
法

が
学
べ
た
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

組
ん
で
い
る
業
務
が
全
て
無
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
主
力
業
務
を

シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
点

で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
自
社
は
将

来
ど
う
な
る
と
思
う
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
経

営
環
境
の
変
化
に
し
っ
か
り
と
目
を

向
け
て
い
く
こ
と
、
お
客
の
目
線
を

大
事
に
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
重
要

性
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
例
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
渋

川
吾
妻
支
部
例
会
は
、「
将
来
的
に

な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
仕
事
。
そ
の

先
ど
う
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
・
行

政
書
士
事
務
所
代
表
の
金
井
雄
吾
氏

と
、
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
の
横
須
賀
巧
哉

氏
が
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
者
と
も
、
情
報
通
信
技
術
等
の

進
化
に
よ
り
将
来
的
に
な
く
な
る
と

言
わ
れ
る
職
業
に
従
事
。
す
で
に
政

府
か
ら
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
将
来

の
方
向
性
や
想
定
さ
れ
る
状
況
、
そ

の
よ
う
な
環
境
変
化
の
中
で
ど
の
よ

う
に
方
向
転
換
を
図
っ
て
い
く
の
か

を
切
実
な
問
題
と
し
て
語
り
ま
し

た
。

　

共
通
し
て
い
た
の
は
「
現
在
取
り
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部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

働
き
方
改
革
に
対
す
る
支
援
策

働
き
方
改
革
に
対
す
る
支
援
策

伊
勢
崎
支
部
９
月
例
会

社
員
一
人
一
人
が
活
躍
出
来
る
環
境
づ
く
り

社
員
一
人
一
人
が
活
躍
出
来
る
環
境
づ
く
り

沼
田
支
部
９
月
例
会

　

衆
議
院
本
会
議
で
「
働
き
方
改
革

関
連
法
案
」
が
可
決
・
成
立
し
た
こ

と
を
受
け
、
地
元
選
出
の
衆
議
院
議

員
・
井
野
俊
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
働
き
方
改
革
に
対
す
る
支
援
策
〜

立
法
サ
イ
ド
の
基
本
的
な
考
え
方
と

今
後
の
方
向
性
〜
」
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
勢
崎
支

部
例
会
で
井
野
議
員
に
講
師
を
依
頼

　

九
月
十
八
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た

沼
田
支
部
例
会
は
、
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
・
一
般
貨
物
自
動
車
運
搬
な

ど
を
行
う
㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー
・
代
表

取
締
役
、杉
崎
由
里
氏
（
前
橋
支
部
）

が
「
人
が
人
を
育
て
、
人
が
会
社
を

育
み
、
だ
か
ら
会
社
が
人
を
守
る
！

〜
社
員
一
人
一
人
が
活
躍
出
来
る
環

境
づ
く
り
〜
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま

す
る
の
は
二
回
目
。

　

同
法
案
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
長

時
間
労
働
の
是
正
」「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
内
容

詳
細
や
相
談
・
支
援
体
制
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
し
た
井
野
氏
。
厚
生
労

働
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
同
法

案
の
作
成
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か

ら
「
罰
則
も
含
め
て
中
小
企
業
に

で
の
経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

創
業
者
で
あ
る
母
親
と
の
確
執
、

社
員
と
の
蟠
り
、
認
め
て
貰
え
な
い

事
へ
の
葛
藤
な
ど
、
後
継
者
と
し
て

頭
を
悩
ま
せ
奮
闘
し
て
き
た
様
子
を

赤
裸
々
に
語
る
杉
崎
氏
。
報
告
中
に

当
時
を
思
い
出
し
、
感
極
ま
っ
て
し

ま
う
の
も
、
そ
れ
だ
け
自
社
、
社
員

へ
の
熱
い
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。

は
厳
し
い
内
容
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
支
援
す
る
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
」

と
の
見
解
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
支
援
内

容
を
踏
ま
え
て
「
女
性
と

高
齢
者
の
活
躍
、
先
進
技

術
に
よ
る
自
動
化
や
効
率

化
が
、
今
後
の
企
業
経
営

に
お
い
て
肝
要
で
は
な
い

か
」
と
の
見
方
も
示
し
ま

し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
自

身
の
政
治
活
動
を
通
し
て

感
じ
た
現
役
国
会
議
員
の

人
物
像
を
紹
介
。
与
野
党

の
代
表
的
な
議
員
数
名
の

横
顔
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
語
り
ま
し
た
。

「
組
織
を
ま
と
め
る

の
に
必
要
な
の
は
手

綱
で
は
な
く
絆
」
そ

う
語
る
杉
崎
氏
が

率
い
る
エ
ス
テ
ィ

ビ
ー
、
今
後
の
活
躍

に
期
待
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
報
告
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
謙
虚
に
学

び
実
践
し
成
果
を
出

す
。ま
さ
に
同
友
会
」

「
熱
意
と
社
員
さ
ん

へ
の
愛
が
伝
わ
る
報

告
だ
っ
た
」「
共
に

学
ぶ
姿
勢
は
見
習
い

た
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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会員企業紹介
わが社の

エアムーブ住宅㈱
代表取締役  深川　修 氏（前橋支部所属）

自然エネルギーで
　　　　　快適に暮らす家
自然エネルギーで
　　　　　快適に暮らす家
自然エネルギーで
　　　　　快適に暮らす家

▼
会
社
紹
介
・
自
己
紹
介

　

当
社
は
二
〇
一
七
年
に
、
そ
れ
ま

で
の
「
司
建
設
」
か
ら
社
名
を
変
更

し
ま
し
た
。
同
友
会
の
中
で
は
司
建

設
の
方
が
馴
染
み
深
い
か
と
思
い
ま

す
。
社
名
に
あ
る
と
お
り
、
特
徴
の

あ
る
工
法
で
住
宅
を
建
て
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
は
中
途
採
用
で
入
社
し

現
場
監
督
、
設
計
士
と
し
て
家
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

二
〇
一
七
年
に
三
代
目
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
先
代
や
創
業
者
と
の
関

係
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
有

り
ま
す
が
血
縁
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
わ
ゆ
る
同
族
で
の
事
業
承
継

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ

Q 

&

      

A

そ
こ
で
当
社
で
は
、
本
社
南
側
に
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
見
学
は
も
ち

ろ
ん
、
体
験
宿
泊
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。他
に
も
、地
域
に
開
放
し
様
々

な
活
動
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
社

内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
体

感
し
な
が
ら
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

長
年
の
研
究
開
発
で
生

ま
れ
た
エ
ア
ム
ー
ブ
工
法

も
、
完
成
さ
れ
た
工
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
な
お

改
良
、
改
善
を
繰
り
返
し

「
進
化
」
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
あ
る
モ
ノ
で
満
足

せ
ず
に
、
常
に
進
化
す
る

企
業
を
目
指
し
、
当
社
に

関
わ
る
人
の
幸
せ
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
談
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
見
た
目
で

は
な
く
、
気
密
施
工
や
断
熱
施
工
と

い
っ
た
快
適
な
家
づ
く
り
を
追
求
し

ま
す
。
研
究
開
発
を
重
ね
、
家
の
中

（
壁
や
屋
根
裏
）
に
二
重
の
通
気
層

を
設
け
、
空
気
の
温
度
差
を
利
用
し

て
室
内
の
温
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
エ
ア
ム
ー
ブ
工
法
を
開
発
し
ま
し

た
。
他
に
も
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
断
熱
材
で
挟
む
「
タ
イ
ト
モ
ー
ル

ド
工
法
」。
そ
の
工
法
技
術
の
延
長

と
し
て
「
ア
ン
カ
ー
基
礎
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
基
礎
の
一
角
を

地
中
に
張
り
出
す
箱
の
よ
う
に
成
型

し
、
船
の
碇い

か
り

の
様
な
働
き
で
地
震
の

横
滑
り
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
箱
形
の
空
間
は
、
室
内
で

地
下
空
間
と
し
て
収
納
な
ど
に
有
効

活
用
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工
法
は
直
接

目
に
見
え
る
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

床
下
や
壁
の
中
、
屋
根
裏
と
い
っ
た

見
え
な
い
所
に
一
番
大
事
な
部
分
が

隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
「
見

え
な
い
部
分
を
大
切
に
す
る
」
そ
れ

が
開
発
者
の
想
い
で
も
あ
り
、
社
風

に
も
通
じ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

　

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
工

法
は
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
解
説
図
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
建
物
完
成
後

は
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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歴
史
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い

視
点
で
会
社
を
進
化
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ
Ｐ
Ｒ

　

当
社
の
売
り
を
一
つ
選
ぶ
と
す
れ

ば
、
住
宅
工
法
と
し
て
は
日
本
で
初

め
て
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

た
パ
ッ
シ
ブ
住
宅
工
法
「
エ
ア
ム
ー

ブ
工
法
」
で
す
。

　

太
陽
光
や
地
中
熱
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
環
境
に
優
し

い
「
冬
暖
か
く
、
夏
涼
し
い
」
健
康

で
快
適
な
家
を
真
心
込
め
て
造
っ
て

い
ま
す
。

　

も
と
は
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
で
、

地
球
環
境
維
持
の
観
点
か
ら
開
発
さ

れ
た
パ
ッ
シ
ブ
住
宅
。
そ
れ
を
日
本

の
気
候
風
土
に
合
わ
せ
た
パ
ッ
シ
ブ

住
宅
と
し
て
、
自
社
開
発
の
エ
ア

ム
ー
ブ
工
法
に
よ
り
家
の
中
の
温
度

差
を
無
く
し
快
適
さ
と

省
エ
ネ
性
能
を
ア
ッ
プ

さ
せ
ま
し
た
。

▼
開
発
の
経
緯

　

二
十
数
年
前
、
お
施

主
さ
ん
に
喜
ん
で
貰
う

た
め
に
高
価
な
材
料
で

格
好
の
良
い
家
を
建
て

た
松
井
健
司（
創
業
者
）

は
、「
家
が
寒
い
。
何

と
か
な
ら
な
い
か
」
と



同 友 ぐ ん ま（7）2018年 11月号 第441号

同友会のホームページで
会員検索できます。 が必要だと説いた。若者への求人効果を上げるには
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【人材育成で連携協定】　　 共愛学園前橋国際大学
　高度な教員人材の育成を目指し、共愛学園前橋国
際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）と新潟
県上越市の上越教育大（川崎学長）は15日、連携・
協力に関する協定を結んだ。協定締結により、上越
教育大大学院学校教育研究科を推薦受験する学生は
筆記試験を免除され、合格者は入学料が半額にな
る。学生宿舎への入居も優先される。前橋市の共愛
学園前橋国際大で開かれた調印式で、川崎学長は
「学生や教職員同士の交流も深めたい」とあいさつ
し、大森学長は「両県の教育力を高めていく」と述
べた。　　　　　　　　　　　　  ［10／16付上毛］

【データ連携し中小の健全経営へ】　　 ㈱シスプラ
　財務会計ソフトメーカーの㈱シスプラ（代表取締
役・椛沢均氏／高崎支部所属）はこのほど、中小企
業などに関する経営・財務情報の分析、提供を行う
CRDビジネスサポート（東京都）と、業務提携を
結んだ。現在シスプラで開発中のクラウド型予算実
績管理システム「YOJITSU（ヨジツ）」と、CRD
ビジネスクラウドサポートが提供する中小企業経
営診断システム（McSS）との間でデータを連携さ
せ、会計事務所業務のレベルアップと顧問先である
中小企業の健全経営に寄与することを目的としてい
る。
　椛沢社長は「今回の業務提携は確実に中小企業の
経営改善に役立つものとなる。今後も中小企業の状
況をよくするための取り組みをしていきたい」と話
している。　　　　　　　　　  ［10／18付ぐん経］

【群銀私募債で車いす贈る】　　 ㈲月夜野きのこ園
　㈲月夜野きのこ園（代表取締役・金子崇範氏／沼
田支部所属）は18日、群馬銀行の「ぐんぎん地方創
生私募債」を活用し、県立ぐんま昆虫の森（桐生
市）に来園者用の車いすと施設整備用のチェーン
ソー各２台（計14万円相当）を寄贈した。同園で開
かれた贈呈式で、金子社長は「お世話になっている
恩返しがしたかった」と述べ、関口敦園長は「今後
ともよろしくお願いします」と感謝した。同社は施
設内のミュージアムショップを運営している。同私
募債は、企業が発行した私募債額の0.2％分を、学
校や自治体に寄付する仕組み。同社は７千万円発行
した。　　　　　　　　　　　　  ［10／19付上毛］

【会員登録変更】
　㈱アームス、取締役・山口良雄氏（伊勢崎支部所
属）では、この度、「㈱ARMS（アームス）、代表
取締役・山口良雄氏」に会員登録を変更しました。

【組織変更】
　㈲ヤマト、代表取締役・大和祥晃氏（伊勢崎支部
所属）では、この度、「㈱ヤマト」に組織変更しま
した。

【事務所移転】
　ローランド観光バス㈱、代表取締役・蜂巣和美氏
（渋川吾妻支部所属）では、この度、下記のとおり
事務所を移転しました。
〒377-0005　渋川市有馬1680‒1

【本社移転】
　㈱林牧場、代表取締役・林篤志氏（前橋支部所
属）では、この度、下記のとおり本社を移転し、合
わせて電話番号・FAX番号を変更しました。
〒371-0241　前橋市苗ヶ島町2331
TEL：027‒289‒5235
FAX：027‒289‒5236

【太田野菜でドレッシング】
　　　　　　　　　  NPO法人Way To The Dream
　道の駅おおた（NPO法人Way To The Dream、
理事長・長正祐氏／太田支部所属）は、市産の野
菜をメイン材料に使ったドレッシング「肉どれ」
を発売した。旬な食材を使った肉料理に合う調味
料として、地域の味を発信する。牛や豚の焼き
肉やしゃぶしゃぶといった料理にかけて使うほ
か、味付け用としても活用できる。ニンニク風
味、ウメ風味、ショウガ風味の３種類を用意し
た。いずれも太田市産の野菜をメイン材料に使
い、市内のイタリア料理店ミストで製造した。
香料や保存料を使用していないのも特長で、秋
山駅長は「バーベキューにもおすすめ。好みの味
を試してほしい」とアピールしている。いずれも
300ミリリットル入りで540円。問い合わせは同駅
（0276‒56‒9356）へ。　　　　　  ［９／22付上毛］

【前橋山王小に机椅子を寄付】　　㈱エスティビー
　リサイクル業の㈱エスティビー（代表取締役・
杉崎由里氏／前橋支部所属）は26日、群馬銀行の
「ぐんぎん地方創生私募債」を活用し、前橋山王
小に児童用の机と椅子を10セット（計10万円相
当）寄贈した。同校で開かれた贈呈式で杉崎社長
は「子どもたちの育成が重要な役割だと考えてい
る。役立ててほしい」と話した。目録を受け取っ
た中村校長は「机と椅子は子どもたちを育てる環
境に直結する。気持ち良く勉強して地域に役立つ
人材を育てたい」と感謝した。同私募債は、企業
が発行した私募債額の0.2％分を、学校や自治体に
寄付する仕組み。同社は５千万円発行した。
　　　　　　　　　　　　　　　  ［９／27付上毛］

【トイレ清掃の技　ハワイへ】　　　　 アメニティ
　世界から旅行者が集まるリゾート地・ハワイ。
その玄関口となる空港で今月、前橋市江田町のト
イレ清掃業者アメニティ（代表・星野延幸氏／前橋
支部所属）が独自の清掃技術を披露した。利用頻度
の高さが原因でこびりついた汚れを跡形もなく洗
い落とし、技術力の高さで空港関係者を驚かせた。
　星野さんは「要望があれば、色んなところで
我々の技術を提供していきたい」と話している。
問い合わせは、アメニティ（027-253-5325）へ。　
　　　　　　　　　　　　　　　  ［９／27付読売］

【元農大二高監督が講演】　 ㈱ソウワ・ディライト
　電気工事を手掛ける㈱ソウワ・ディライト（代
表取締役・渡邉辰吾氏／高崎支部所属、取締役・
渡邉仁基氏／前橋支部所属）の協力会、双和会は
９月29日、ベイシア文化ホールで、講演会「心の
キャッチボール〜人を育て組織をつくる〜」を開
いた。山本龍前橋市長などの来賓や一般約100人
が参加し、元東農大二高公式野球部監督の齋藤章
児氏による講演などに耳を傾けた。講演で齋藤氏
は監督時代を振り返り、「選手はわざわざ選んで
入ってくれている。一国一城の主だと思い、覚
悟、責任をもってチーム作っていた」と述べ、
チームづくりで大切にしていた３念（理念・信念・
執念）について紹介した。　　　［10／４付ぐん経］

【失敗しない求人セミナー】 ㈱スマイルミッション
　「失敗しない求人セミナー（中途採用編）」
（求人募集実践会主催）が５日、県公社総合ビル
で開かれ、８社９人が参加した。講師は㈱スマイ
ルミッション、代表取締役・太田吉昭氏（高崎支
部所属）が務めた。太田氏は、県内でも「求人募
集をかけても人が集まらない」「経営者や人事担
当者もどうしてよいか分からない」という状況が
続いていると述べ、新たな時代の人材確保の方法
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〒370-0871　高崎市上豊岡町205-10  1階 

　私は６年間、高崎市にある高橋三兄弟法律事務
所で弁護士として勤務し、昨年、自身の事務所を立
ち上げました。経営者としては駆け出しですので、
皆様のご経験を伺いながら成長していきたいと考え
ております。どうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027-388-9797

FAX ：027−388−9798
法律事務

【紹介者／眞庭裕一郎】
キャンプ・アウトドア

高
崎
支
部

市村法律事務所

弁護士
市　村　大　介

S52年生

〒370-0871　高崎市上豊岡町571-9

　会社を経営する立場の皆様との交流を通して自
分自身の成長と地域への貢献を果たしたいと思い
ます。

ＴＥＬ：027-343-5111

FAX ：027−343−5811
制御盤の設計製造、半導体材料の加工、野菜栽培装置の開発販売

【紹介者／生沼英治、佐藤浩二】
ゴルフ

高
崎
支
部

㈱成電工業

代表取締役
瀧　澤　　　啓

S45年生
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し
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県
が
主
催
し
、
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馬
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と
し

て
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援
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て
い
る
「
ぐ
ん
ま
グ
ッ

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
」
の
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。
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．
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承
認
事
項

１
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経
営
研
究
集
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の
詳
細
に
つ
い
て

　

経
営
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究
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会
の
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催
概
要
（
講

師
体
調
不
良
に
よ
り
再
検
討
）
と
当
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の
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前
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五
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。
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数

は
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四
二
名
と
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り
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し
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島
山
仲
間
づ
く
り
委
員
長
よ
り

「
組
織
強
化
・
会
員
増
強
全
国
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会
で
の
気
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と
学
び
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つ
い
て
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に
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ル
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深
め
合
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ま
し
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第
七
回
理
事
会
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左
記
の
通
り
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催
す
る
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と
が
確
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さ
れ
ま
し
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日
時
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十
一
月
六
日
（
火
）
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：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

【
議　

事
】

　

宮
田
沼
田
支
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長
が
議
長
を
つ
と

め
、田
村
副
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
六
回
理
事
会
開
会
。
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同
求
人
委
員
会
よ
り
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愛
学

園
前
橋
国
際
大
学
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の
「
企
業
人
オ

ム
ニ
バ
ス
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」
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タ
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こ
と
や
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々
高
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タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
実
施
協
力
に
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い
て
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告
が
あ
り
ま
し
た
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２
．
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○
十
一
月
に
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縄
で
開
催
さ
れ
る
第

日
時　

十
月
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日
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火
）
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八
時
三
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分
〜

会
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同
友
会
事
務
所
・
会
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室

出
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同
・
敬
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略
）
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副
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表
理
事
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村
、
提
箸
、
島

山
、常
任
理
事
／
戸
塚
、吉
池
、町
田
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阿
久
戸
、平
岩
、中
野
、花
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田
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理
事
／
海
老
沼
、杉
𥔎
、佐
藤
、本
多
、

布
施
、
神
保
、
櫻
井
、
関
口
、
浅
井
、

事
務
局
／
黒
岩
、阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
二
十
名
）

第６回

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築


